
こ
の
た
び
改
め
て
発
足

&
し

1
し
た
日
仏

见

洋
字
会

1
,
3〇〇
0
<
:«-
1
0
1
2
1
1
<
:
0

丨

»'
5
>
0
|
1
こ

3

6
0.
6
««
£
;
1
1
1
0.
6
8 

02.
6
|
1
1
»
7
8

の
会
則
と 

会
負
名
浞
を
お
届
け
す
る
に
当
り
で
し
て
ゝ

迓

日
の
再
吐
氐
会
の
あ
ら
ま
し
を
お
伝
え
致
し

^
す
。

再
纽

疰

会
は
、
七
月
ニ
十
ニ
日
《
時
半
ょ

0

'
日
仏
会

|
2ニ
陏
会

这

室
で
開
か
れ
ま
し
た

0
発
起
人
会
で
は
、

r
jR
洋
」
の

.«
味
を
フ
ラ
ン 

ス
的
に
広

袭

te
«
沢
し
て
、

w
s
rfè:
会

M
ltt
の
通
知
状
は
そ
の

*
昧
で
の

M
係
の
方
々
に

3
し
上
け
て

A

ê 

tし
た
が
、
当
日
ま
で

K
宇
会
へ 

な
加
を
屮
し
こ

t
れ
た
方
は
六
五
名
て
、
当

0
の
氐
会
へ
は
、
関
西
か
ら
来
ら
れ
た
方
も
含
め

1
し
て
そ
の

趵

半

»

(
ニ
九
名

)
が
出

/«
5
れ 

■1
し
た

O

司
会
に
は
、
発
起
入
代
衷
の
中
か
ら
榀
舛
が
そ
の
役
に
当
〇
、
次
の

1
ぅ
な

)|«
序
で

矻

会
は
進
行
し

^
し
た

0 

(％
称
略

)

1
、

！一

会
の
辞
 

レ
オ
ン
.グ
ア
ン
デ
ル
メ
ル
シ

■
'{

日
仏
会
館

7
ラ
ン
ス

字丧

}

I

、

«

過

5
2
告 

M

井文雅

I

、

j£
_
sis
出 

発
起
人
代
裘
、
弥
水

s
a

吉

(
日
仏
会

f
ô
.
w
理
出
長

)

|
、
別
紙
「
会
則
」

(
案

)议

明

a
ifc

|
、
会
則
が

|
応
の
承
認
を
得
た
と
こ

6
で
、
新
会

长

と
名
《
会
長
が
次
の
ょ
ぅ
比

达

出

3
れ

1
し
た

0
 

会
長
 

P
r

e
s

i
d

e
n

t
ai
l
 

雄

.«^
^

M
^

r
e

s
i

d
e

n
t

s
d

aro
n
n
e
u
r

 

羽
田
明

 

山
本
送
郎
日
仏
会
館

7
ラ
ン
ス
字
長
〔

0

>|
0
【ニ

1
0

〕

C

こ
こ
で
、
涵
提
が
新
会

长

へ
交
公
し
て
〕

一、
役

M
S
S

出

(
A
B
C
W
) 

o
xâ
間 

C
o
n
s
e
i

 
ニ e

r
s

 

d  

h
o
n
n
e
u
r

江
上
政
夫
市
古
貞
次
岩
生
成

一 

井
简
议

彥

神
田
«

一
郎 

o

lfs
s
M
M
e
m
b
r
e
s

 

d
u

 

C
o
n
s
e
i
l

 

d  

A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n

秋
山
光
扣
ュ

ベ

—
ル

•
デ
*ル
ト

江
上
彼
夫
祖
井
文
*

浜
田
正
突
原

尖

市
古
貞
次
池
田

S 

石
沢
良
昭
岩
生
成

|  

弥
永
信
突
弥
永
昌
吉
井

简

15:
$ 

神田》

I
CB
加

®
純

* 

川

肤

«
雄
典
關
宏
御
牧
免
己
大
地
原

* 

坂
出
祥
仲
坪
井 

«明
山

 

a
a
?!R 

〇 
幹

^

S

 e  c  r  e  一 a  i  r  e  s

fs
井
文
雅

诉

田
正
英
石
沢
良
昭
弥
水
«美
加
皤
純
雄
御
牧
免
己 

〇

 
主
幹
 

s
e
c
r
e
、
一
a
i
r
e

 

g
e
n
e
r
a
l

 

祕
^
文
邪 

0
会

針

幹

出

H
r
e
s
o
r
i
e
r

 

(
未
定

)

O
Ê
JJSA

u
d
i
t
e
u
r
s

 

(
未
定

)

I

、

活

：§
計
画

柒

a
、

Ü
仏
闷

3
の
災
洋

竽

に
聞
す

0
«报

交
谀

の
允
め
に
、
字
界
觔
向

-,?
折
刊
诏

介
の
紀
淇
を

«
せ
た
『

竽

会
通
侰

.1
<:て
2

£

「
0

(年 

I

回
か
二
回

)
を
発
行
し
、
会

w

M

Kâd
付
す
る

0 

匕
、
日
仏

|;|.)
3
の

)|1
洋
字
研
究

«
に
、
研
究
発
衷
ま
た
は
情

|8
交
換
の

5
?を
提
供
す
る

0 

C
、

ÎR
_
I十

I

回

C
I
S
H
A
A
N
の
時
扣
、

7
ラ
ン
ス
か
ら
来
日
す
る
研
究
者
と
の
交

狁

を
は
か
る

0 

I

、
そ
の
他

a
、 

お
の
活
觔
計
画
の

«
«
に
つ
い
て
は
、
来
年
三
月
末
日

^
で
は
日
仏
会
館
が
負
担
し
、
四
月
以

»
は
、
会
良
蛞
会
に

1
つ
て
决
め
る
年
会 

«
比

ょ

つて
？！！

a
す
る

o 

(
年
会

«
は
ニ
千
円
の
予
定

)
0

b
、 

弥
永
一

1111a

氏

が

、日
；：

1
間
相
互
の
字
者
交

谀

の
釗
度
に
つ
い
て

说

明

0

I

、
妁
会
の
辞

 

レ
オ
ン
.グアンデルメルシュ

圪

会

«
了
汝
、
訢
発
足
を
況
つ
て
、
日
仏
会

1|1!
五
喵

の
字
提
宅
比

1'
い
て
、

レ
セ
プ
シ

"
ン

(
ヵクテル

.
パ
ー
テ
ィ

)
が

1
1か
れ
ま
し
た

0 

以
上
が

硓

会
の
大

«:
の

.«
過
て
す
が
、
そ
こ
で
述
べ
た
「

«|
過

»8吿

」
の

烊

袖
は
『
字
会
迚
佶

.
|に
也
く
予
定
で
す

0
会
則
と
役

6
と
年
会 

«
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
ニ
月
か
三
月
中
に
開

|0|
予
定
の
会

1
3
:&:
会
に

1'
い
て
王
式
承

纪

を
得
る
予
定
で
す

0

な
シ
、
右
の

坫

4>|
^
画
菜

0
扣

-
|
0
し̂
て
、
九
月
ニ

3汉

七
時
か
ら
、

7
ラ
ン
ス
大

1!6
£!
で
、

0
1
0
|
5
:八

<
;
2苕
加
の
日
仏
研
究
者
の 

JC
»
パ

—
テ
ィ
が
、

7
ラ
ン
ス
代
理
大

(4
主
诋

の
も
と
に迈

大
に
開
か
れ

1
"し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に

许

せ
て
卸
報吿

致
し

1
す

0

昭
和
五
十
八
年
十

I

月 

福
井
文
雅

！

y

附 

CUC

3
>〇
丨

3
11
<
<
2
;冗
|1|1
に
合
わ
せ
る
た
め

|1
、
再

!1£
«:.
会

は

か

な

り

.§.
い

で

開

き

-«
<
し
た
の
で
、
卸
述
絡
の
間
に
合
わ
な
か

0
た万々
が相 

当
に
シ
ら
れ
ま
し
た

0间

到
の
会

><1
名

29
に
は
そ
の

1
ぅ
な
万
々
も
含
め
、

1
*
<た、

7
ラ
ン
ス
に

1£1
接
関
保
が
な

<
と

-
^
'参
加
を

<
5
2
3 

れ
る
力

1
そ
の
汰
加
え

1
し
た
の
で
、
会

«
找
は

圪

会
当
日
ま
で
の

}6
計

1
0
'も

|
?え
て

1'
り

1
>
<
す

0

し
か
し
、
旧
会
：只
の
甲
で
も

(刿

え
《
邙
田

这

天
氏
ヤ
上
野
ア
キ
、
高
田
埒
夭
等
の

^
氏
の

1

5
に

)
い

-1
だ
に
迷
«
の
つ
か
な
い
万
や

询

 

返
少
を

«
け
な
か
つ
た
万

*
が

1.-
ら
れ

1
す
し
、
他
方
、
思
わ
ぬ
洩
れ
も
あ

6

5
か
と
忠
わ
れ
ま
す

0
お
心
当
り
の
方
や
、
本
会
へ
の

吞

加 

を
治

5
3 

3れ
る
方
を
脚
存
知
で
し
た
ら
、
御
述
玷
頂
け
れ

«
幸

5
で
す
。

©

連

.
«光
は
、
放
則
と
し
て
、

n

T
lol
jll
«

K
千
代
田
区
神
田

&
河
台
ニ

—
三日仏会

f
f
i 
日
仏
瓜
洋
宇
会

1_
と

&
し

-1
す

0 

(3)
な

1»-
、
会
妓
名

»
に
は
逍

^
や

5
5紀
も
あ
る
か
と
思
い

-1
す

0

1»'
心
当

0
の
方
は
御
迷

坫

下
さ
る

1
ぅ
公
如
い
い
た
し

1
す

0 

0

沩

免
足
て

.
捺
し
、
日
仏
会
餌

竽

&
秘
边

坌
の
川
上
恭
子
、
林
者
郎
の
両
氏
と
、
弥
永
佶
美
氏
と
に
、

讲
捞

上
の
こ
と
で
大

3!
5»'
世
話
に
な
り 

去
し
た

0



日
仏
東
洋
学
会
通
信
第
一
号一

九
八
四
年
二
月
発
行

三
月
十
四
日

(水
)
に
会
員
総
会

昨
年
*

の
再
«

矻
会
で
、
役
員
と
会
則
と
が

|

1 5

決
1

$

ま
し
た
が
、
そ
れ
は 

次
の
耢

会
に
か
け
て
、
改
め
て
承

K

t

得
な
け
れ

«

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
費 

の
額
や
、
会
計
幹
事
一
名
、
監
亊
若
干
名
も
未
定
な
の
で

' 

そ
れ

î

l t

年
度
の 

始
ま
る
四
月
以

«

に
、

矻

会
で
決
め
て

* *

く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
去
る
十
ニ
月
十
三
日
四
時
か
ら
、
日
仏
会
館
役
負
室
で
本

竽
会
の
幹

亊
会
を
開
き
、
謹
綸
の
結
果
、
次
の
よ
ぅ
な
ス
ケ
ジ
*
丨
ル
で
会
員

楛
会
を
行
な

ぅ
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

三
月
十
四
日

(水
)

日
仏
会
館
*
ニ
階
会
謎
室

«
話

(〇
三
)
ニ
九
丁

 

I
I

四
四 

会
員
紇
会
 

五
時
よ
り 

記
念
»
演
 

六
時
よ
り 

「
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス

—
オ
ア
ン
ジ

*
を
め
ぐ
っ
て

I  

復 

一

雄 

レ
セ
ブ
ン

■
ン

(
カ
ク
テ
ル

•
パ
一
テ
ィ

)
 

七
時
よ

-

於
日
仏
会
館
五
港
学
長
室 

(
フ
ラ
ン
ス
学
長
か
ら
の
招
待
で
す

)
 

準
備
の
都
合
上
、
同
封
の
葉
書
で
、
月
末
ま
で
に
必
ら
ず
御
返
事
下
さ
い
。
こ 

の耢

会
で
は
議
決
を
行
な
ぃ
ま
ナ
の
で
、
欠
席
の
方
々
は
、
議
決
権
を
議
長
に
一

任
し
て
下
さ
れ

«
幸
で
す
。
そ
の
為
に
、

绒

に
潜
越
な
が
ら
、
そ
の
連
旨
の
文
章 

を
返
信
用
葉
眷
の
中
に
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
せ
て

»
き
ま
し
た
。
悪
し
か
ら
ず
御 

諒
承
下
さ
い
。

蛇
足
で
ナ
が
、
日
仏
会
館
は
、
国

铁

、
地
下
铁

と
も
に
「

*-
茶
の
水
」

「水
道 

撟

」
ど
ち
ら
の
釈
か
ら
で
も
徒
歩
約
五
分
の
高
台
に
あ
り
ま
す
。
市
ケ
谷
に
あ
る 

日
仏
学
院
と
間
違
え
ぬ
よ
う
御
注
意
下
さ
い
。

再
建
総
会
ま
で
の
経
過

昨
年
七
月
二
十
二
日
の
日
仏
東
洋
学
会
再
建

f
ê会
で
述
べ
ま
し
た
「
経
過
報
告
」
 

は
、

*'
、
ょ
そ
次
の
ょ

$
な
も
の
で
し
た
。

*
(敬
称
珞

)

-

日
仏
会
館
は
、
大
正
十
三
年

(
|九
ニ
四

)

'
日
仏
両
国
政
府
の
芬
*
の
も
と 

に
発
足
し
た
財
団
法
人
で
あ
る
。
そ
の
設
立
に
は
、
当
時
の
駐
日
大
使
ポ

—
ル

*

クa
—

デ
ル
と
渋
沢
栄
一
子
爵

(初
代
理
事
長

)
が
中
心
と
な
っ
た
。

こ
こ
の
館
長
は
正
式
に
は
「

(
フ
ラ
ン
ス

)
学
長
」
と

1-
ぅ
の
で
あ
る
が
'
こ 

の
初
代
フ
ラ
ン
ス
学
長
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
シ
ル
グ

T
ン
•
レ
グ
ィ
を
派 

遣
し
た
の
で
あ
る
。
会
館
の
も

0

と
も
重
要
な
事
業
の

|

つ
は
「学
者
交
流
」
と 

い
ぅ
こ
と
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
、
日
本
政
府

(文
部
省

)
の
協
力
に
ょ
っ
て
、
 

学
者
、
研
究
負
の
交
換
が
毎
年
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
会
館
と
、
市
ヶ
谷
に
あ
る
「
日
仏
学
院

J
t
tょ
く
混
同
さ
れ
る
の
で
あ
る 

が
、
後
者
は
一
九
五
一
年
の
設
立
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
育
機
関
で
あ
る
。
法
律 

的
に
は
、
会
館
が
学
院
の
経
営
者
で
あ
り
、
両
者
混
合
の
委
負
会
も
あ
る
が
、

一



応
は
別
物
と
考
え
て

1.'
い
た
方
が
良

5
。

日
仏
会
館
に
は
、
日
仏
生
物
学
会
や
日
仏
演
劇
協
会
、
日
仏
歴
史
学
会
*
ど 

二
十
三
の
学
会
が
あ

^
'、
そ
の
関
連
学
会
の

I

つ
と
し
て
、
日
仏
東
洋
学
会
が
昭 

和
三
〇
年

(
|九
五
五

)
に
発
足
し
た
。
こ
こ
で

1-
ぅ

「
東
洋
」
は
、
フ
ラ
ン
ス 

的
に
広
い
意
味
で
、
北
ア
フ
リ
カ
や
了
ラ
ビ
ア
、
ィ
ス
ラ
ム
か
ら
日
本
ま
で
含
む 

も
の
で
あ
る
。
日
仏
会
館
に
残
っ
て
い
た
東
洋
学
会
に
関
す
る
記
録
を
整
理
し
て 

み

*.
と
、
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

(記
録
は
断
片
的
な
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
不
明
の

部
分
も
少
な
く
な
い

。

)
-
-

初
代
会
長
は
故
石
田
幹
之
助
。
当
時
の
会
則
に
よ
る
と
、
本
会
の
主
目
的
は
、
 

日
仏
両
国
の
東
洋
研
究
者
の
間
の
学
術
交
流
、
情
報
交
換
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
 

j

■日
本
の
東
洋
学
文
献
目
録

J  

B

 i  b
1
i  o

g
 r  a  p  h  i  e  

d  e
一
"
o
r
i
e
n
t
­

a
l
i
s
m
e

 

j
a

-ao
n
a
i
s

 
の
刊
行
が
主
な
活
動
で
あ
っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

 

そ
の 

為
か
、
当
時
の
会
員
名
簿
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
文
献
目
録
の
作
製
協
力
者 

の
名
前
が

(
こ
れ
も
断
片
的
に

)
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は 

そ
の
協
力
者
の
方
々
を

*
旧
会
員

*
と
一
応
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

右
の
目
録
の
第

I

冊

(
一
九
五
五
年
、
第

I

期
分

)
は
昭
和
三
十
三
年

(I

九 

五
八

)
の
発
行
で
、
主
幹
は
石
田
幹
之
助
、
刊
行
者
は
日
仏
東
洋
学
会
、
刊
行
事 

務
担
当
者
は
会
館
勤
務
の
伊
東
英

(現
在
、
早
大
教
授

)
と
前
川
嘉
昭
。
前
川
氏 

は
、
そ
の
後
長
く
東
洋
学
会
の
活
動
に
関
与
し
て
い
ら
れ
た
が
、
数
年
前
退
館
さ 

れ
た
。
編
集
委
員
会
幹
事
は

3:
a
y
a
o
T
s
u
d
a

と
な
っ
て
ぃ
る
。
恐
ら
く

t
t 

グ
ラ
ネ

2
.
<
3『供
1
1<»
1
の
弟
子
で
ぁ
り
、

『
支
那
人
の
宗
教

(_
を
邦
訳
し
た
津 

田
逸
夫
氏
の
こ
と
で
あ
ろ

5
。

発
行
年
十
月
九
日
の
津
田
氏
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
会
館
か
ら
の
発
行
補
助
金
三

〇
万
円
、
そ
の
内
、
印
刷

费

に
ニ
〇
万
、
翻
訳
に
六
万
、
使
わ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
 

锔

集
協
カ
者
へ
の
謝
金
、
通
信
連
絡

费

、
目
録
の
発
送
受
の

»
目
«;
立
っ
て
い
る 

が
、
い
ず
れ
も
空
欄
で
あ
る
。
発
送
等
は
確
か
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
発
送 

者
は
会
長
名
に
な
っ
て
い
て
、

「
石
田
」
の
署
名
も
あ
る
の
で
、
あ
と
の
費
目
は 

â

が
決
済
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

新
発
足
に
当
っ
て
、
日
仏
東
洋
学
会
名
義
の
預
金
で
も
銀
行
に
残
っ
て
い
な
い 

か
ど
う
か
調
べ
て
貰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
何
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

目
録
の
発
行
部
数
は
一
千
部
。
返
信
か
ら
判
っ
た
第
一
冊
の
送

0
先
に
は
、
チ 

ャ
ン
ド
ラ

 

L
o
k
e
s
7

 

C
h
a
n
d
r
a
,

ラ
ル

—

2
.
1
|
»
1
0
=
,

ラ
|
デル 

J
.

ïoa
h
d
e
r
,

ル
ノ
ン
ド

I
G
.

w
e
n
o
n
d
e
a
u

の
諸
教
授
や
、
ペ
ナ
レ
ス 

の
サ
ン
ス
ク
リ

•
'ト
大
学
、
ア
メ
リ
ヵ
の
ィ

h

丨
ル
大
学
図
睿
館
な
ど
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
六
年

(
I

九
六

|
年
)
七
月
七
日
の

编
枭

委
員
会
の
記 

録
に
ょ
る
と
、
石
田
幹
之
助
、

馒

|
雄
、
秋
山
光
和
、
羽
田
明
、
山

本

(達
郎
か 

?
)
、
デ
ィ
エ

-

1 

D
i

心n
y

〔
当
時
の
学
長
代
理
〕
が
集
ま
っ
て
、
文
献
目
録
の 

刊
行
を
継
続
す
べ
き
か
ど
う
か
を
議
し
て
い
る
。
日
本
と
欧
米
と
で
同
種
の
文
献 

目
録
が
刊
行
さ
れ
る
ょ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結

编

が
出
な
い
ま
、
に
、
こ 

の
問
題
点
に
つ
い
ズ
は
ブ
ロ
シ
エ
《

.
«
1
-
0
<
;
1
^
0
1

-
フ
ラ
ン
ス
学
長
が
旧
学
長 

や
フ
ラ
ン
ス
側
に
意
見
を
打
診
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
手
紙
を
次
の
十
人
に
当 

日
付
で
発
送
し
て
い
る
。

エ
リ
セ
エ
フ

(父

•
子

)
w
.
e
t 

v
.
r
a
l
i
s
s
e
e
f
r

フ
ラ
ン
ク 

w
.
i
F
r
a
n
k
,

ド
ミ
エ
グ
ィ
ル

F
>
.
D
e
m
i
t
v
i
l
l
e
,

ガ
ス
パ
ル
ド
ン
ヌ 

M
.
G
a
s
t
l
a
r
d
o
n
n
e
t

 

ア
グ
ノ
エ

|
ル

0
.
}
1
3
«
1
1
6
1
1
3
1
1
»

『
，
デ

.
ロ
ン 

グ
レ 

J
o
u
o
n

 

d
e
s

 
L
o
n
w
r
a
i
s
,

ル 
ノ
ン
ド
ー
 

G
.
w
o
n
o
n
d
e
a
l
r
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ル
ヌ

—

r
.
w
e
n
o
u

,
-
ゾ
プ
フ 

X
I ル

».
O
T
i
e
f
f
e
r
t

そ
の
返
答
を
持
っ
て
、
プ

0
シ
ェ
学
提
は

锾

一
雄

(当
時
)
東
大
教
授
と
話
し 

合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
印
刷
中
の
号
を
も
っ
て
目
録
の
刊
行
は
終
え
る
旨
の 

確
認
の
手
紙

(I
九
六
ニ
年
一
月
九
日
付

)
を
学
良
は

—

ぁ
て
に
送
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
目
録
の
第
ニ
冊
で
、
且
つ
緞
終
の
号
(
一
九
五
五
年
第
ニ
期
と
五
六 

年
分

)
が
昭
和
三
十
七
年
秋
に
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
通
知
状
が
、
仏
•
英
両
国
語 

で
、
石
田
幹
之
助
名

jl
で

*
か
れ
て
い
る
。
発
送
先
か
ら
の
返
倍
が
十
五
通
残
っ 

て
い
て
、
山
ロ
大
学
付
域
図
睿
館
文
理
学
部
分
館
や
神
田

•
指
書
店
内
『
観
世
』
 

锔
粜

部
の
名
が
見
え
る
の
は
面
白
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
で

.U
.
F
.

へ
翌
年
の
二
月 

二
十
六
日
に
、
給

fi
で
百
部
送
り
、
販
売
を
委
託
し
て
い
る
が
、
但
し
、

「
売
価 

は
未
定
」
と
な
っ
て
い
て
、
収
支
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

『
東
洋
学
文
献

B
録
』
の
発
刊
が
、
か
つ
て
の
日
仏
東
洋
学
会
の
主
な
活
動
で 

ぁ
っ
た
の
で
、
少
し
詳
し
く
そ
の
刊
行
の
前
後
を
以
上
に
述
べ
て
み
た

0

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
東
洋
学
者
が
来
ロ
の
時
に
、
日
仏 

会
館
で
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
ぁ
り
、
通
知
状
は
、
日
仏
会
館
の
会
員
に
な 

っ
て
い
る
日
本
人
柬
洋
研
究
者
扣
主
と
し
て
送
ら
れ
て
い
た
ょ

5
で
ぁ
る
。
ド
ミ 

エ
ヴ
ィ
ル
、
ス
タ
ン

ïo.
A
.
S
t
e
i
n

 

、
カ
ル
タ
ン
マ
ル
ク

s
.
K
a
l
t
e
n

 —

 

m
a

r
k

、
ジ
*ル
ネ

J.  G
e

 r  n
e

 t  
I

の
講
演
会
に
、
石
田
会
長
が

.
S

つ
も 

羽
紙
袴
姿
で
見
え
て
い
た
こ
と
を
筆
者
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。

石
田
会
长

亡
き
ぁ
と
は
、
第
ニ
代
会

长

に
故
辻
直
四
郎
教
授
が
就
き
、
辻
会
良

の
病
臥
後
は
、
後
ー
雄
教
授
が
会
技
代
理
を
勤
め
て
ぃ
た
。

昭
和
五
十

K
年

(
一
九
八

o
)
秋
、
日
仏
会
館
関
連
学
会
の
捻
会
が
開
か
れ
た 

^

た
ま
た
ま
そ
こ
へ
出
席
し
て
い
た
福
井
が
、
マ
ゴ

3:
8
«设

1
10.
学
長
か
ら
柬 

洋
学
会
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
講
演
会
開

漼
や
フ
ラ
ン
ス
側
研 

究
者
来
日
の
時
の
連
絡
用
に
、

「会

员

名
簿
」
だ
け
で
も
整
理
し
て
お
き

1
し
ょ 

ぅ
、
と
返
事
し
、
翌
年
の
四
月
十
日
に
、
八
〇
名
程
度
の
名
簿
原
稽
を
作
製
、
学 

JÎ
と
、
弥
永
昌
吉
、

儍

、
大
地
原
、
松
原
秀
一
の
四
氏
に
送
っ
て
補
充
訂
正
を
依 

賴
し
た

0

そ
の
時
の
作
製
基
準
は
、
第
一
に
は
、
前
述
の

*
旧
会
員

*

②
フ
ラ
ン
ス
語 

圈

(
フ
ラ
ン
ス
本
国
、
ペ
ル
ギ

—
、
カ
ナ
ダ
、
旧
仏
領
ィ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
)
で
の 

生
活
；
^

が
あ
り
、
日
本
に
在
住
す
る
内
外
の
東
洋
研
究
者
(国
外
在
住
者
は
含 

ま
な
い

)

③
フ
ラ
ン
ス
語
圈
で
、
東
洋
学
に
つ
い
て
講
保
ま
た
は
講
義
ま
た
は 

研
究
発
表
を
し
た
こ
と
の
あ
る
研
究
者
④
フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
に
特
に
関
心
の
強 

い
々
で
あ
っ
た
。

と
こ
，C

が
'
 

急
に
宇
：K

が
交
替
し
て
、
ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ

L
.

 V
a

 n
d
-

 

e
r
m
e
e
r
s
c
h

が
着
任
。
氏
は
中
国
学
者
で
、
京
都
と
香
港
、
ベ
ト
ナ
ム
に
長
く 

留
学
し
た
東
洋
通
で
あ
り
、
束
洋
学
会
の
再
建
事
務
を
改
め
て
福
井
に
依
頼
さ
れ
た
。
 

そ
こ
で
更
に
名
簿
を
整
理
し
、
発
起
人
の
方
々
の
賛

间

と
協
力
を
得
て
、
昨
年
七 

月
ニ
十
ニ
日

!̂
再
建

矻
会
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
は
、
秋
山
光 

和
、
弥
永
昌
志
、
大
地
原
盤
、
松
原
秀
一
、
二
宮
宏
之
、
坂
井
光
夫
の
諸
先
生
か 

ら
多
大
の
協
カ
、
助

1-
を
頂
い
て
い
る
。

ニ

以
上
が
、
再
建
崧
会
で
述
べ
た
「経
過
報
告
」
の
内
容
で
す
。
再
建
総
会
そ
の 

も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
年
十
ニ
月
に
お
送
り
し
た
報
告
に
害
き
ま
し
た
の
で
、

— 3 一



改
め
て
こ
こ
で
は
述
べ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
新
入
会
員
で
そ
の
報
告
を
入
手
希
望 

の
方
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
日
仏
会
館

•
日
仏
東
洋
学
会
あ
て
で
御
連
絡

F
さ

会
員
名
簿
の
訂
正
と
追
加

再
建
锘

会
開
催
の
前
後
に
、

「東
洋
学
会
の
趣
旨
や
活
動
に
は
関
心
は
あ
る
が
、
 

ど
ぅ
も
フ
ラ
ン
ス
語
の
カ
が
無
い
か
ら
」
と

1
つ
て
、
参
加
を
た
め
ら
ぅ
声
を
聞 

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
学
会
へ
の
参
加
基
準
を
前
記
の
四
種
か
ら
枠
を
広
げ
ま 

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
力
の
有
無
に
は
余
り
と
ら
わ
れ
ず
に
、
本
会
へ
の
参 

加
希
望
者
は
歓
迎
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ー
方
で
は
ま
た
、

矻
会
後
に
返
信 

が
届
い
た
方
々
も
い
ま
し
て
、
十
二
月
に

拎
届
け
し
ま
し
た
会
員
名
簿
に
は
そ
ぅ 

い
ぅ
人
々
も
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
再
建
総
会
当
時
ょ
り
も
会
員
数
は
ふ
え
て
い 

ま
す
。

今
回
追
加
の
次
の
方
々
を
含
め
ま
す
と
、

一
月
宋
日
現
在
の
会
員
数
は
丁
度
百

-
 

名
に
な
り
ま
す
。

高
田
時
雄
京
都
大
学
教
養
部
助
教
授
中
国
語
学 

T
A
I
C
A
D
A
,

T
o
k
l
o

 

o
七
五
丨
六
八
一
ー

|

五
四
〇 

赤
松
明
彦
京
大
人
文
研
助
手
ィ
ン
ド
哲
学

A
K
A
M
A
T
S
C
,

A
k

 i  h  i  k
〇

八
木
徹
イ
ン
ド
古
典
学 

Y
A
G
I

 ,

T
ol
r
u

太
田
美
香
早
稲
田
大
学
大
学
院
•
後
期
謀
程
学
生
東
洋
史 

O
H

TA
,

M
i

X*a

京
戸
慈
光
 

仏
教
学

K
YOI
D
O
.

<
1

 

i

X-
OI

山
中
一
郎
奈
良
大
学
助
教
授
考
古
学

Y
A

M
A

-
M

A
K

A
.

I
c
h
i  ro

r
o
—

，ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
教
師
仏
教
学 

c-,
6 

» 

3 

—

M
a

rie

訂
正
箇
所

1. 

w
O
B
A
Y
A
W

ffiI ,  M
a

 s  a  r  o  s  h  i  

—

rを
ゲ
に
す
る
。

2. 

坂
出
祥
伸
氏
の
勤
務
先
を
、

「
関
西
学
院
大
学
」

i
関
西
大
学
に
。

& 

T
S
U
B
O
r
Y
o
s
h
i
a
k
i

 
は 

Y
o
s
h
i
a
k
i

 

を Y
o
s
h
i
h
a
r
u

 

に
。

4. 

禝
一
雄
氏
の
專
門
を
、

「中
央
ア
ジ
ア
史

J

に
。

5. 

K
I
R
A
I
 

Y
cl
k
e
i
 
に
す
る 

6.I
C
A
T
0

 

J
u
n
s
h
o

 
に
す
る

日
仏
会
館
図
書
室
の
利
用
に
つ
い
て

日
仏
会
館
の
会
員
で
な
く
と
も
、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
開
室
時
間 

は
、

一〇
時
〜
十
八
時
。
閉
室

Ü
は
、
日

ai
、
祭
日
、
七
月
十
四
日
、
十
二
月
ニ 

五
日
、

£
沐
み
中
の
土
曜
日
、
元
！

111
前
後
。
電
話

0
三
丨
ニ
九
一

—
1
1
四
四

一  4 -



な

1»'
、
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
事
務
所

5|
の
『
新
着
図
書
目
録

(季刊)
』

A
c

 
A
ci  s  i  t  i  o  n  s  

d  u  

t
r
i
m
e
s
t
r
e

 

が
出
て

.

S

 
ま
す
の
で
、
希
望 

者
は
右
の
事
務
所
ぁ
て
で

±.'
申
し
込
み
下
さ
い
。
振
替

*
東
京
|
丨
三
ニ
七
三
四 

年
間
購
抗
料
千
五
百
円

(
日
仏
会
館
会
員
は
七
百
円

)
 

本
学
会
に
関
係
し
ま
し
て
は
、
日
仏
会
館
所
藏
の
『
東
洋
関
係
蔵
省
目
録
』
 

c
B»
t a 1  

o
w
u
 e 

S
y
s
t
é
m
a
t
i
q
u
e

 

d
ts
s o

u
v
r
w
g
r
e
»

 

Mcf 

一、O
r

 i  e
n

 
t
'
9 

7 8  

と
そ
の
『索
引
』

I  n
d

 e  x

 ,
1
9
7
9

と
が
、
図
書
室 

か
ら
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
録
は
、
昭
和
四
八
年

(
一
九
七
八
)
十
月
現 

在
、
図
書
室
所
《
の
東
洋
関
係
の

軎

籍

(
和軎

を
除
く
)
と
雑
誌
と
を
収
録
し
て 

お
り
、
図
書
室
あ
て
で
申
し
込
め
ば
、
両
方
で
千
八
百
円

(送
料
三
百
円

)
で

» 

入
で
き
ま
す
。
振
替
口
座
は
前
記
に
同
じ
で
す
。

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

①

 

今
年
三
月
七
日
、
日
仏
会
館
設
立
六
〇
周
年
記
念
の
祝
典
が
、
会
館
内
で
開 

か
れ
ま
す
。

②

 

日
仏
会
館
の
会
員
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
の
為
に
、
申
込
睿
を
同
封 

し
ま
し
た
。
既
に
会
員
の
方
に
入
つ
て
い
ま
し
た
ら
、
御
容
赦
下
さ
い
。

③

 

日
仏
会
館
は
建
物
の
一
部
を
改
築

•
整
倔
し
て
、
関
連
学
会
の
便
宜
に
供
し 

よ
ぅ
と
し
て
い
ま
す

0

東
洋
学
会
も
そ
の
利
益
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
セ
ま
す
の
で
、
会
館
か
ら
の 

要
望
も
あ
り
、
募
金
趣
意

*
を
同
封
し
ま
し
た
。

④

 

先
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
日
仏
会
館
の
も
っ
と
も
重
要
な
事
業
の

I

つ 

は
、
日
仏
間
の
学
者

•
研
究
者
の
交
流
で
す
。
そ
の
交
流
に
は
次
の
二
種
が
あ

ね
ま
す
。
第

-は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
多
数
の
フ
ラ
ン 

ス
研
究
員

i'
よ
び
学
術
使
節
が
日
仏
会
館
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
て
来
て

5

ま
す
。
第 

ニ
は
、
日
本
政
府
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
文
部
省
の
委
託
を
受
け
、
会
館
は 

毎
年
、
日
仏
学
者
交
換
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

(日
本
人
学
者
四
名
、
フ 

ラ
ン
ス
人
学
者
ニ
名

—
八
三
年
度
の
場
合

)

関
連
学
会
か
ら
出
す
候
補
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら 

来
て
貰
い
た
い
学
考
あ
る
い
は
日
本
か
ら
派
遣
し
た
い
学
者
•
研
究
者
が
あ 

り
ま
し
た
な
ら
ば
、
自
意

.
他
隳
に
か
か
わ
ら
ず
、
早
目
に
本
学
会
事
務
局
あ 

て
に
公
申
し
出
下
さ
い
。
日
本
か
ら
行
く
方
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
研
究

*
教
育

« 

関
で
講
演
あ
る
い
は
研
究
発
表
を
、

一
、
二
回
す
る
義
務
が
あ
る
よ
ぅ
で
す
が
、
 

フ
ラ
ン
ス
側
で
差
支
え
が
な
け
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
以
外
の

1-
語
(例
え
ば
中 

国
語

)
で
の
発
表
も
可
能
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

刊
行
附
記

日
仏
東
洋
学
会
の
『
学
会
通
信

J  

C
i
r
c
u
l
a
i
r
e

第

|

号
を

i*
届
け
し

1 

す
。
再
建
耢

会
の
後
片
附
け
の
意
昧
で
、
事
務
的
な
報
告
記
事
が
多
く
な
っ
て
し 

ま
い
ま
し
た
が
、
次
号
以
降
で
は
、
会
員
が
分
担
し
て
、
日
仏
学
界
情
報
や
新
刊 

紹
介
を
書
く
予
定
で
す
。

東
徉
学
の
分
野
で
は
、
日
仏
そ
れ
そ
れ
に
独
立
し
た
別
の
学
会
が
既
に
出
来
て 

i'
り
、
紀
要
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
考
え
ま
す
と
、
本
学
会
独
自
の
紀
要 

類
を
出
す
こ
と
に
は
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
多
く
、
再
建
総
会
で
も
そ
れ
は
議
題
に 

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
学
会
の
存
在
理
由

r  a  i  s  o
n

°--
o>
t
r e 

は
、
会
則
に
も
あ
り
ま
す
よ

-5—



日仏会館の長期刊行物

フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
仏
教
百
科
辞

*

第
一
分
》

阿

1
梵
唄 

第
ニ
分
冊
梵
唄
丨
仏
足
石 

第
三
分
》

仏
足
石

1
«

第

四
分
冊
《

I
超
坦

a 

第
五
分
冊
超

趑

證

1

$

別 

冊
大

正

大

«

轻

璁

目
鉍 

第
六
分
冊

r

大
自
在
天
」
ま
で
既
刊

フ
ラ
ン
ス

g
に
よ
る
日
本
史
解
説
害

日
本

1̂'|
^|
辞

«

第

一

分

冊

A

の
部 

第
二
分
冊

B

の
都 

第
三
分
冊

C

の
部 

第
四
分
冊

D

E

の
部 

第
五
分
冊
?
の
部
以
下 

第
九

分

冊

I

の
部
ま
で
既
刊

ぅ
に
、

日
仏
の
東
洋
学
者
の
間
の

i

 

•
情
報
交
換
の

5
r

い
わ
ゆ
る
■

'
窓
口 

の
役
が
第
一
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ょ
ぅ
な
情
報
や
窓
口
の
記
事
、
資
料
に
な
る
も
の
が
あ
々
ま
し
た
ら
、
是 

非
と
も
御

吞

稿
下
さ
い
ま
す
ょ

5

、

i'
願
い
致
し
ま
す
。

三
月
の

矻

会
へ
の
出
欠
席
に
つ
い
て
、
同
封
の
葉
睿
を
ど
ぅ
ぞ

1.'
忘

れ

な

く

御
 

投
函
下
さ
い
。
 

(福
井
文
雅
記

)

連
絡
先

：

-

〒

一

〇

一

東
京
都
千
代
田
区
神
田

软

河
台

2

1

3
 

日
仏
会
館
内

日仏東洋学会事務局 

(

5

〇

三

一

二

九

一

一

二

四

四

一 6 一


